
 

 

 

 

内容 

 本研修における目的は、社会科・地理歴史科の地理的分野で苦手とする児童生徒が多い地形図読図

の単元の学習モチベーションを喚起させるべく、創作・表現活動を取り入れた授業実践の例を通して新

たな授業デザインを作成することである。研修の具体的内容については、以下の通りである。 

1）解説編 

創作・表現活動を通した授業実践の概要として、デザイン思考を含む概念や教材の作成方法（紙粘土、

WebGIS を用いた 3D 地形表現、3D プリンタで作成した地形模型など）について解説する。その上

で、大学の授業実践の構成案を提示し、受講者にも授業案を考えてもらう。 

2）実践編 

 1）の内容を導入した授業実践の例として、小学校・中学校・高校で実際に授業を実践した様子を提供

する。その上で、授業に参加した研究者、小中高教員（地理・歴史・美術）、教員を志す学生（社会科・理

科）を交えた座談会の様子も収録し、創作・表現活動を導入する意義やその発展可能性について解説す

る。その上で、受講者にも授業案を考えてもらう。 
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